
 

１．件名：「日本原燃(株)再処理施設及びＭＯＸ施設の新規制基準適合性に関す

る面談」 

  

２．日時：令和４年６月１３日（月） １６時００分～１６時５０分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室（TV会議により実施） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

核燃料施設審査部門 

（原子力規制部新基準適合性審査チーム） 

古作企画調査官、大橋上席安全審査官、中川上席安全審査官、岸野主任

安全審査官、津金主任安全審査官、田尻主任安全審査官、羽場崎主任安

全審査官、大岡安全審査官、武田安全審査官、瀬戸川安全審査専門職、

髙梨安全審査専門職、森野安全審査専門職、清水係員 

日本原燃株式会社 須藤 専務執行役員 再処理･MOX設工認総括責任者 

宮越 常務執行役員 再処理事業部長 

松田 常務執行役員 技術本部長 

大柿 常務執行役員 再処理･MOX燃料加工安全設計総括 

森   執行役員 安全・品質本部長 

須田 執行役員 他１１名                    

東京電力ホールディングス株式会社 サイクル技術グループ  

グループマネージャー 他 1名 

関西電力株式会社 原子力事業本部 原子燃料部門  

原燃計画グループリーダー 他 1名 

中部電力株式会社 原子燃料サイクル部 サイクル戦略グループ 課長     

          

５．要旨 

（１）日本原燃株式会社（以下「日本原燃」という。）から、本日の審査会合を

踏まえた今後の対応方針について説明があった。これに対し、原子力規制

庁から、再処理事業の変更許可申請についてはまず６月８日のヒアリン

グを踏まえて早急にコメント管理表の見直しを行い、設工認申請の対応

と情報共有の上でヒアリングを進める必要があること、設工認申請につ

いては今後予定している再処理施設特有の事項のヒアリングに加えて先

行するＭＯＸ施設でのヒアリング対応を適切に反映する必要があること

等を伝えた。 

 

（２）日本原燃から、了解した旨の回答があった。 



 

６．その他 

 なし 

 


